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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本電機工業会（JEMA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本

産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS B 8615-

1:2013 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 8615 規格群（エアコンディショナ）は，次に示す部で構成する。 

JIS B 8615-1 第 1 部：直吹き形エアコンディショナ及びヒートポンプ－定格性能及び運転性能試験

法 

JIS B 8615-2 第 2 部：ダクト接続形エアコンディショナ及び空気対空気ヒートポンプ－定格性能及

び運転性能試験方法 

JIS B 8615-3 第 3 部：マルチ形エアコンディショナ及び空気対空気ヒートポンプ－定格性能及び運

転性能試験方法 
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日本産業規格          JIS 
 B 8615-1：2025 
 

エアコンディショナ－ 

第 1 部：直吹き形エアコンディショナ及び 

ヒートポンプ－定格性能及び運転性能試験法 

Non-ducted air conditioners and heat pumps- 

Testing and rating for performance 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 3 版として発行された ISO 5151 及び 2020 年に発行された Amendment 1 を基

とし，我が国の事情を考慮して技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。ただし，追補

（Amendment 1）については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，住宅用，商業用及び工業用の一体形及び分離形エアコンディショナ及びヒートポンプで，

次のものの能力及び効率の定格を決定するための，標準条件及び試験法について規定する。 

－ 工場で製作し，電気で駆動し，かつ，機械的な圧縮機構を使用したもの 

－ 一定能力形のもの，多段能力可変形のもの，及び連続能力可変形のもの 

この規格は，次のものに適用する。 

－ 直吹き形空冷式エアコンディショナ及び直吹き形空気対空気ヒートポンプ 

－ 定格能力 8 kW 未満，かつ，機外静圧が 25 Pa 未満で運転するように設計した，ダクト形エアコンディ

ショナ及びダクト形ヒートポンプ 

－ 一つ以上の冷凍システム，一つの室外機及び一つ以上の室内機から構成し，一つのサーモスタット又

はコントローラで制御する，エアコンディショナ又はヒートポンプ（全ての室内機を常に同時運転す

るマルチエアコン） 

この規格は，次の機器には適用しない。 

a) 水冷式エアコンディショナ及び水対空気ヒートポンプ 

b) マルチ形エアコンディショナ及び空気対空気ヒートポンプ 

c) 窓形ではない，凝縮器用の排気ダクトをもつ移動形機器 

d) 完全な冷凍システムを構成しない個々の組立品 

e) 吸収式冷凍サイクルを用いる機器 


